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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月18日(2020.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像された第１の動画像信号を取得する取得手段と、
　第１の出力端子に外部装置が接続されたことを検知する検知手段と、
　前記検知手段による検知に応じて、前記第１の出力端子よりも所定の性能が制限された
第２の出力端子から第２の形式で出力している前記第１の動画像信号を、前記第１の出力
端子から第１の形式で出力するように出力を切り替える制御手段と、
　前記第１の動画像信号を、撮像されている動画フレームの状態を確認するための動画像
信号及び指標の少なくともいずれかを含む第２の動画像信号として、前記第２の出力端子
に出力するアシスト手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記第１の出力端子への接続が検知されたときに、前記アシスト手段
を介して前記第２の動画像信号を出力している場合には、前記第１の出力端子からの出力
に切り替えない、ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記アシスト手段の有効化状態を変更する操作手段を更に有する、ことを特徴とする請
求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記アシスト手段は、前記動画フレームの一部を拡大した動画像信号である前記第２の
動画像信号を、前記第２の出力端子に出力する、ことを特徴とする請求項１又は２に記載
の画像処理装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、更に、前記第１の出力端子に接続される前記外部装置が前記第１の形
式に対応できると判定した場合に、前記第１の出力端子から前記第１の形式で出力するよ
うに出力を切り替える、ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の画像処
理装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記第１の出力端子に接続される前記外部装置から受信した能力情報
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に基づいて、前記外部装置が前記第１の形式に対応できるか否かを判定する、ことを特徴
とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記第２の出力端子からメタデータを重畳した動画像信号を出力する
ことにより、前記第２の出力端子に接続された表示装置に撮影に関する情報を送信する、
ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記所定の性能は、出力端子から出力可能な動画像信号の解像度の大きさに関する、こ
とを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記所定の性能は、出力端子から出力可能な動画像信号のフレームレートの高さに関す
る、ことを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記取得手段に、撮像した前記動画像信号を出力する撮像手段を更に有する、ことを特
徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記第１の出力端子はＨＤＭＩ（登録商標）に対応し、前記第２の出力端子はＳＤＩに
対応する、ことを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　第１の出力端子と第２の出力端子とを有する画像処理装置の制御方法であって、
　取得手段が、撮像された第１の動画像信号を取得する取得工程と、
　検知手段が、前記第１の出力端子に外部装置が接続されたことを検知する検知工程と、
　制御手段が、前記検知手段による検知に応じて、前記第１の出力端子よりも所定の性能
が制限された前記第２の出力端子から第２の形式で出力している前記第１の動画像信号を
、前記第１の出力端子から第１の形式で出力するように出力を切り替える制御工程と、
　アシスト手段が、前記第１の動画像信号を、撮像されている動画フレームの状態を確認
するための動画像信号及び指標の少なくともいずれかを含む第２の動画像信号として、前
記第２の出力端子に出力するアシスト工程と、を有し、
　前記制御工程では、前記第１の出力端子への接続が検知されたときに、前記アシスト工
程により前記第２の動画像信号を出力している場合には、前記第１の出力端子からの出力
に切り替えない、ことを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記アシスト工程の有効化を行う操作工程を更に有する、ことを特徴とする請求項１１
に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記アシスト工程では、前記動画フレームの一部を拡大した動画像信号である前記第２
の動画像信号を、前記第２の出力端子に出力する、ことを特徴とする請求項１１又は１２
に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１４】
　前記制御工程では、更に、前記第１の出力端子に接続される前記外部装置が前記第１の
形式に対応できると判定した場合に、前記第１の出力端子から前記第１の形式で出力する
ように出力を切り替える、ことを特徴とする請求項１１から１３のいずれか１項に記載の
画像処理装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記制御工程では、前記第１の出力端子に接続される前記外部装置から受信した能力情
報に基づいて、前記外部装置が前記第１の形式に対応できるか否かを判定する、ことを特
徴とする請求項１４に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１６】
　前記制御工程では、前記第２の出力端子からメタデータを重畳した動画像信号を出力す
ることにより、前記第２の出力端子に接続された表示装置に撮影に関する情報を送信する
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、ことを特徴とする請求項１１から１５のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方法
。
【請求項１７】
　前記所定の性能は、出力端子から出力可能な動画像信号の解像度の大きさに関する、こ
とを特徴とする請求項１１から１６のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項１８】
　前記所定の性能は、出力端子から出力可能な動画像信号のフレームレートの高さに関す
る、ことを特徴とする請求項１１から１７のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方
法。
【請求項１９】
　前記取得工程には、撮像した前記動画像信号を出力する撮像工程を更に含む、ことを特
徴とする請求項１１から１８のいずれか１項に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項２０】
　前記第１の出力端子はＨＤＭＩ（登録商標）に対応し、前記第２の出力端子はＳＤＩに
対応する、ことを特徴とする請求項１１から１９のいずれか１項に記載の画像処理装置の
制御方法。
【請求項２１】
　コンピュータを、請求項１から１０のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
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